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地球温暖化や気候変動を実感する機会が身の

回りでも増えている。世界レベルで国、県、市
町村レベルで環境問題への取り組みが重要性を

増している。一方で自然のためとは言え、暮ら

しに過度な制限を掛けるのは窮屈で持続が難し
い0　自然に優しい生き方、暮らし方とは何か。

長野県で「環境の良き一部に人間がなることを
楽しんで行っている人」にそのヒントを探りた
い0茅野市湖東と都内で二拠点生活を送る元環

境省環境事務次官で、人間社会と自然環境との

関係の再構築について研究している小林光さん
（73）を招き、対談企画を連載していく。
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